
養子縁組支援のグッドプラクティスを考える

　　　　　　　　一般社団法人ベアホープ　　ロング朋子



日本こども虐待防止学会

ＣＯ Ｉ 開示
　

登壇者名：ロング朋子

日本子ども虐待防止学会の定める利益相反に
　　　　　関する開示事項はありません。



子どもが新しい家庭で育つために

生まれたところから
分離されて、
新しい場所に
しっかりと

接ぎ木される

「差し込んで終わり」
ではなく、

きちんと育つための
技術が必要

メインの
木にも

準備が必要



親と子の求めるもの

● 親の求めるもの

　　・「自分の子ども」として育ち、そこに喜びと幸せを感じてくれる事

● 子どもの求めるもの

　　・自分の存在をそのまま受容し、養育してくれる人と

　　　場所

　　・養子としてのアイデンティティを確立する事

　　　　　　　　二つの「求めるもの」のギャップに支援者は介入する



養育技術を学ぶ

● 母性と父性の神話

　☞支援の必要性へのミスマッチ

● 「親の顔が見てみたい」

　☞子どもが社会的評価へ

　　　直結する

　　　　養育技術を学ぶ機会は？



真実告知について

● 出自を知る事と自己形成

　　　☞アイデンティティの確立に有益

　　　☞年齢に応じた理解をしつつ成長する

　

● 親子間での秘密や嘘

　　　☞健康的な親子関係の構築

● 養子縁組への認識

● 告知する事への心理的障壁



養育里親　VS　養子縁組

● 真実告知に違いはあるか？

● 養育に違いはあるか？



独自の美しさ



ご清聴ありがとうございました！


